
帝国大学　第１回卒業証書授与式　式辞草稿

　

帝
国
大
学
（
現
東
京
大
学
）
初

代
総
長
を
務
め
た
渡
辺
洪
基
は
、

わ
た
な
べ
ひ
ろ
も
と

第
一
回
卒
業
式
（
明
治
19
年
７
月

10
日
）
に
あ
た
っ
て
、
さ
ら
に
自

分
を
高
め
る
努
力
を
求
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
大
学
と
し
て
は
実
業

と
理
論
の
両
方
で
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
人
材
を
育
て
、
将
来
は
卒
業
生

が
社
会
の
各
分
野
で
活
躍
し
、
学

問
の
力
に
よ
っ
て
国
が
治
ま
る
こ

と
を
希
望
し
て
い
る
と
述
べ
て
い

ま
す
。

【
式
辞
草
稿
】　
　
　
　
　
　
　

　

我
諸
大
臣
及
外
国
公
使
各
位
閣

下
並
に
内
外
の
紳
士
諸
君
、
今
日

は
本
々
是
れ
帝
国
大
学
の
創
立
及

洪
基
が
以
て
帝
国
大
学
総
長
の
職

に
就
き
し
以
来
最
初
の
一
大
節
日

に
し
て
、
諸
君
の
出
座
を
以
て
茲

に
大
式
を
開
く
を
得
る
は
、
余
が

無
上
栄
誉
及
び
快
楽
と
す
る
所
な

り
。
今
蕪
辞
（
粗
末
な
言
葉
）
を

以
て
其
歓
情
（
喜
び
の
気
持
ち
）

の
一
班
を
公
言
せ
ん
と
す
。
諸
君

の
垂
聴
（
注
意
し
て
聴
く
）
を
得

ば
幸
甚
な
り
。
維
新
の
初
め
、
我

が
天
皇
陛
下
は
五
ヶ
条
の
大
詔
を

下
し
給
ひ
た
り
。
曰
く
智
（
知
）

識
を
世
界
に
求

め
、
大
に
皇
基

（
天
皇
が
国
を

治
め
る
基
礎
）

を
振
起
す
べ

し
。
又
曰
く
、

旧
来
の
陋
習

（
悪
い
行
い
）

を
破
り
、
天
地

の
公
道
に
基
く

べ
し
と
。
（
省

略
）
東
京
大
学

文
書
館
所
蔵

　

卒
業
式
や
入
学
式
で
歌

わ
れ
る
、
懐
か
し
い
母
校

の
校
歌
。
教
育
博
物
館
で

も
各
年
代
層
に
人
気
の
あ

る
「
校
歌
検
索
シ
ス
テ

ム
」
。
残
念
な
が
ら
、
統
廃
合
・

休
校
で
現
在
児
童
・
生
徒
が
い
な

い
学
校
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
が
あ

り
ま
せ
ん
が
、
県
内
全
て
の
小
・

中
・
高
・
特
別
支
援
（
私
立
を
含

む
）
学
校
の
校
歌
を

聴
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
校
外
学
習
で
訪

れ
た
中
学
生
が
、
小

学
校
の
校
歌
を
懐
か

し
く
歌
っ
た
り
、
公

民
館
な
ど
の
団
体
で

研
修
後
に
大
き
な
声

で
合
唱
し
た
り
す
る

様
子
が
良
く
見
ら
れ

ま
す
。

　

好
評
で
し
た
「
唱
歌
と
童
謡
」

特
別
展
示
の
一
部
を
、
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
と
し
て
継
続
展
示
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
期
間
中
に
来
館

で
き
な
か
っ
た
方
は
も
ち
ろ
ん
、

来
館
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
も
、
ぜ
ひ
博
物

館
へ
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。
懐
か
し
い

唱
歌
60
曲
、
童
謡
48

曲
を
視
聴
で
き
る

「
唱
歌
・
童
謡
検
索

シ
ス
テ
ム
」
も
展
示

し
て
い
ま
す
。
同
世

代
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
歌
い
ま
し
ょ
う
。


